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1 はじめに 

1.1 本書の位置付 

想定読者：アプリ作成者 

本書は、イット builder で Excel の帳票を出力するために必要な Excel 帳票テンプレート（拡張 

子： xlsx、xlsm、xls）の作成方法について示す。Excel 帳票テンプレートは Excel を使用して作 

成する。 

Excel 2007- ブック(xlsx)形式、Excel マクロ有効ブック(xlsm)形式、Excel 97-2003 ブック(xls)形式、の

ファイルが使用可能。 （保存時のファイル形式の並び） 

 

 当マニュアルの用語 

用語 説明 

セルコマンド セルに入力するコマンド。 

コメントコマンド セルの「コメント挿入」からコメントに入力するコマンド。 
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2 Excel出力可能な帳票種類 

2.1 一覧表の出力 

2.1.1 帳票シートにレコード繰り返し出力 

対象データベースからレコード繰り返し出力。（出力されるレコード件数は検索条件によって異なる） 

 

 
 

「レコード繰り返し」のメリット 

・テンプレートシート 1 行にコマンドを入力するだけで設定完了。 

・自動的にレコードが出力される。 

 

2.1.2 帳票シートにレコード番号指定出力 

帳票出力するレコード番号を指定して出力。 

 

 
 

「レコード番号指定出力」のメリット 

・出力する箇所、レコード番号を指定できるため、出力デザインをアレンジできる。 

例：段組み出力や、セルの背景色を変更することでストライプ表示することが可能。 
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2.2 単票の出力 

レコード項目を指定して帳票出力。 
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2.3 単票（明細あり）の出力 

2.3.1 帳票シートにレコード繰り返し出力 

関連データのレコード繰り返し出力。 

 

「一覧表の出力」と同様に、関連データも、「レコード繰り返し出力」と「レコード番号指定出力」の 

2 種類の帳票出力の方法がある。 
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関連データ 

「レコード繰り返し出力」のメリット 

・テンプレートシート 1 行にコマンドを入力するだけで、設定完了。 

 

「レコード番号指定出力」のメリット 

出力する箇所、レコード番号を指定できるため、帳票テンプレートで出力デザインをアレンジできる。 

例：出力レコード数に関わらず、画像例の見積書のように、固定書式に出力できる。 
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2.4 Excel 機能の利用 

帳票出力で出力された値を計算やグラフの出力に利用することができます。 

 

【帳票テンプレート】 

 
 

【帳票出力】 
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3 一覧表の出力 

●帳票出力手順 

1. キー一覧の取得 

2. 帳票テンプレートの作成 

3. 帳票出力コマンド設定・コマンド説明 

4. Excel 帳票テンプレートの設定 
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3.1 キー一覧の取得 

・帳票作成に使用するアプリで帳票作成を行うデータベースを選択した「データ一覧表示画面」を追加

する。追加方法についてはアプリ設定ガイドラインを参照。 

 

・帳票出力機能の利用を[利用する]に変更。 

【アプリ設定（データ一覧表示画面）】 

 
 

・[帳票出力]をクリック。 

 
 

・[利用可能なキー一覧]をクリックし、CSV ファイルをダウンロード。 
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【キー一覧の説明】 

 

「Field_D○○○」を「キー」と呼ぶ。 

帳票テンプレートにどの DB 項目を出力するか指定する。 

 

 
 

重要  

「Field_D○○○」の D○○○は項目 ID。  

※キーファイルの並びは項目 ID が小さい順。 
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3.2 帳票テンプレートの作成 

・帳票出力内容を設定した Excel テンプレートシートを作成する。 

・アプリ化する既存の Excel へコマンドを設定することも可能である。 

・Excel 帳票テンプレートの拡張子は、 xlsx、xlsm、xls のいずれかであること。 
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3.3 帳票出力のコマンド設定 

3.3.1 行方向への繰り返し出力 

【帳票出力例】を用い、設定を説明する。 

 
 

【帳票テンプレート】 

 
 

【利用可能なキー一覧】 

 
 

A1 コメントコマンド 

通常 A1 のセルに、テンプレートエリア宣言（コメントコマンド）の設定をする。 

jx:area(lastCell="D6")  

→A1 から D6 を出力範囲とするために、A1 のコメントに設定する。  

 

A5 のコメントコマンド 

jx:each(items="detailList" var="detail" lastCell="D5") 

→A5 から D5 までのセルコマンドが出力レコード数分処理を繰り返すために、A5 セルに設定をする。 
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A5～D5 のセルコマンド  

${detail.Field_D○○〇} 

→出力したい DB 項目の値をキー一覧で確認して設定する。 

社員番号であれば、${detail.Field_D001}を設定する。 

 

D1 のセルコマンド 

${new("java.util.Date")}  

→帳票出力した日時を出力するために設定する。 

 

D6 のセルコマンド 

${TotalNum} 

→対象 DB に格納されているデータ件数を表示するために設定する。 
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3.3.2 列方向に繰り返し出力 

【帳票出力例】を用い、設定を説明する。 

 

【帳票テンプレート】 

 
 

A1 のコメントコマンド 

通常 A1 のセルに、テンプレートエリア宣言（コメントコマンド）の設定をする。 

jx:area(lastCell="B8") 

 →A1 から B8 を出力範囲とするために A1 のコメントに設定する。 

 

B4 のコメントコマンド 

jx:each(items="detailList" var="detail" direction="RIGHT" lastCell="B7") 

 →列方向に繰り返し出力するために設定する。 

direction="RIGHT"を指定する。 

B4 セルに設定することで、B4 から B7 までのセルコマンドが出力レコード数、列方向に繰り返され

る。 

 

B4～B7 のセルコマンド 

$(detail.Field_D○○○) 

→出力したい DB 項目の値をキー一覧で確認して設定する。 

社員番号であれば、${detail.Field_D001}を設定する。 
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3.3.3 レコード番号指定出力 

【帳票出力例】を用い、設定を説明する。 

 
 

【帳票テンプレート】 

 
 

A1 のコメントコマンド 

通常 A1 のセルに、テンプレートエリア宣言（コメントコマンド）の設定をする。 

jx:area(lastCell="D8") 

 →A1 から D8 を出力範囲とするために、A1 のコメントに設定する。 

 

A4～D7 のセルコマンド 

${detailList[0].Field_D○○○} 

 →出力したい DB 項目の値をキー一覧で確認して設定する。 

[0]の 0 部分に、出力するレコード番号を指定する。 
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3.4 Excel 帳票テンプレートの設定 

・帳票出力を利用したい画面の「帳票出力機能の利用」を[利用する]に変更する。 

【アプリ設定（データ一覧表示画面）】 

 
 

・[帳票出力]をクリックする。 

 
 

・「参照…」をクリックするか、左のテキストボックスをクリックする。 
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・Excel テンプレートを設定して、[変更]をクリックする。 

 
 

テキストボックスの上に選択した Excel テンプレートのファイル名が表示されていれば設定完了。 
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4 単票の出力 

●帳票出力手順 

1. キー一覧の取得 

2. 帳票テンプレートの作成 

3. 帳票出力コマンド設定・コマンド説明 

4. Excel 帳票テンプレートの設定 
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4.1 キー一覧の取得 

・帳票作成に使用するアプリで帳票作成を行うデータベースを選択した「データ詳細表示画面」を追加

する。追加方法についてはアプリ設定ガイドラインを参照。 

 

・帳票出力機能の利用を[利用する]に変更。 

【アプリ設定（データ詳細表示画面）】 

 
 

・[帳票出力]をクリック。 

 
 

・[利用可能なキー一覧]をクリックし、CSV ファイルをダウンロード。 
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【キー一覧の説明】 

 

「Field_D○○○」を「キー」と呼ぶ。 

帳票テンプレートにどの DB 項目を出力するか指定する。 

 

 
 

重要  

「Field_D○○○」の D○○○は項目 ID。  

※キーファイルの並びは項目 ID が小さい順。 
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4.2 帳票テンプレートの作成 

・帳票出力内容を設定した Excel テンプレートシートを作成する。 

・アプリ化する既存の Excel へコマンドを設定することも可能である。 

・Excel 帳票テンプレートの拡張子は、 xlsx、xlsm、xls のいずれかであること。 
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4.3 帳票出力のコマンド設定 

4.3.1 データ指定出力 

【帳票出力例】を用い、設定を説明する。 

 
 

【帳票出力】 

 
 

【利用可能なキー一覧】 

 
 

A1 のコメントコマンド 

通常 A1 のセルに、テンプレートエリア宣言（コメントコマンド）の設定をする。 

 
jx:area(lastCell="D5") 

→A1 から D5 を出力範囲とするために、A1 のコメントに設定する。 

 

A4～D4 までのセルコマンド 

${Field_D○○○} 

→出力したい DB 項目の値をキー一覧で確認して設定する。 
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4.4 Excel 帳票テンプレートの設定 

・帳票出力を利用したい画面の「帳票出力機能の利用」を[利用する]に変更する。 

 

【アプリ設定（データ詳細表示画面）】 

 
 

・[帳票出力]をクリックする。 

 
 

・「参照…」をクリックするか、左のテキストボックスをクリックする。 
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・Excel テンプレートを設定して、[変更]をクリックする。 

 
 

テキストボックスの上に選択した Excel テンプレートのファイル名が表示されていれば設定完了。 
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5 単票（明細あり）の出力 

●帳票出力手順 

1. キー一覧の取得 

2. 帳票テンプレートの作成 

3. 帳票出力コマンド設定・コマンド説明 

4. Excel 帳票テンプレートの設定 
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5.1 キー一覧の取得 

・帳票作成に使用するアプリで帳票作成を行うデータベースを選択した「データ詳細表示画面」を追加

する。追加方法についてはアプリ設定ガイドラインを参照。 

 

・帳票出力機能の利用を[利用する]に変更。 

【アプリ設定（データ詳細表示画面）】 

 
 

・[帳票出力]をクリック。 

 
 

・[利用可能なキー一覧]をクリックし、CSV ファイルをダウンロード。 
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【キー一覧の説明】 

 

「Field_D○○○」を「キー」と呼ぶ。 

「RT1_Field_D○○○」は「関連データのキー」を表している。 

帳票テンプレートにどの DB 項目を出力するか指定する。 
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5.2 帳票テンプレートの作成 

・帳票出力内容を設定した Excel テンプレートシートを作成する。 

・アプリ化する既存の Excel へコマンドを設定することも可能である。 

・Excel 帳票テンプレートの拡張子は、 xlsx、xlsm、xls のいずれかであること。 
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5.3 帳票出力のコマンド設定 

5.3.1 明細を行方向への繰り返し出力 

【帳票出力例】を用い、設定を説明する。 
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【帳票テンプレート】 

 
 

【利用可能なキー一覧】 

 
 

 
 

A1 のコメントコマンド 

通常 A1 のセルに、テンプレートエリア宣言（コメントコマンド）の設定をする。 

jx:area(lastCell="K25") 

→A1 から K25 を出力範囲とするために、A1 のコメントに設定をする。 
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A20 のコメントコマンド 

jx:each(items="RT1" var="detail" lastCell="K20") 

→A20 から K20 までのセルコマンドが出力レコード数分、処理を繰り返すために、 

A20 のセルに設定をする。 

 

A20～K20 のセルコマンド 

${detail.RT1_Field_D○○○} 

→出力したい関連データの DB 項目の値をキー一覧で確認して設定する。 

  お見積り No.であれば、${detail.RT1_Field_D001}を設定する。 

 

A6 のセルコマンド 

${Field_D003} 

 →出力したい DB 項目の値をキー一覧で確認して設定する。 

  他の${Field_D○○○}となっている箇所も同様。 

 

数値項目である、「単価（円）」、「数量」、「金額（円）」は、以下の設定をする。 

${new("java.lang.Integer",detail.RT1.Field_D○○○)} 

→「Integer」を使用することで、帳票出力した値が数値として出力される。 

 

日付項目の場合は、以下の設定をする。 

${new("java.util.Date",detail.RT1.Field_D○○○)} 

→「Date」を使用することで、帳票出力した値が日付として出力される。 
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5.3.2 明細を列方向への繰り返し出力 

【帳票出力例】を用い、設定を説明する。 

※利用している項目・データは「明細を行方向への繰り返し出力」と同じデータです。 

 「利用可能なキー一覧」は、29 ページを確認する。 

 
 

【帳票テンプレート】 

 
 

A1 のコメントコマンド 

通常 A1 のセルに、テンプレートエリア宣言（コメントコマンド）の設定をする。 

jx:area(lastCell="B9") 

 →A1 から B9 を出力範囲とするために、A1 のコメントに設定する。 

 

B4 のコメントコマンド 

jx:each(items="RT1" var="detail" direction="RIGHT" lastCell="B9") 

 →B4からB9までのセルコマンドが出力レコード数分処理を繰り返すために、B4のセルに設定をする。 

 

B4～B9 までのセルコマンド 

${detail.RT1_Field_D○○○} 

 →出力したい関連データの DB 項目の値をキー一覧で確認して設定する。 
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5.3.3 レコード番号指定出力 

【帳票出力例】を用い、設定を説明する。 
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【帳票テンプレート】 

 
 

A1 のコメントコマンド 

通常 A1 のセルに、テンプレートエリア宣言（コメントコマンド）の設定をする。 

jx:area(lastCell="K30") 

→A1 から K30 を出力範囲とするために、A1 のコメントに設定する。 

 

A20～K23 のセルコマンド 

${RT1[0].RT1_Field_D○○○} 

→出力したい関連データの DB 項目の値をキー一覧で確認して設定する。 

 

A6 のセルコマンド 

${Field_D003} 

 →出力したい DB 項目の値をキー一覧で確認して設定する。 

  他の${Field_D○○○}となっている箇所も同様。 
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5.4 Excel 帳票テンプレートの設定 

・帳票出力を利用したい画面の「帳票出力機能の利用」を[利用する]に変更する。 

 

【アプリ設定（データ詳細表示画面）】 

 
 

・[帳票出力]をクリックする。 

 
 

・「参照…」をクリックするか、左のテキストボックスをクリックする 
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・Excel テンプレートを設定して、[変更]をクリックする。 

 
 

テキストボックスの上に選択した Excel テンプレートのファイル名が表示されていれば設定完了。 
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6 よくある質問 

Q.帳票出力した数値を、Excelで計算できない。 

A.計算可能です。ただし、通常、文字として出力されるため計算ができません。 

数値として出力するためには、以下の数値化するセルコマンドを設定する必要があります。 

【設定方法】 

${new("java.lang.Integer",Field_D○○○)} 

${new("java.lang.Double",Field_D○○○)} ※小数点以下の値を取り扱う場合 

※数値化設定済みでも、テンプレートエリア宣言（コメントコマンド）範囲内に、 

計算式を設定したセルも含まれていないと計算されません。 

 

Q.数値のはずが、左寄せで表示される。 

A.帳票出力は、通常、文字として出力されます。Excel では文字は通常、左寄せになります。 

右寄せにしたい場合は、以下の数値化するセルコマンドを設定する必要があります。 

【設定方法】 

${new("java.lang.Integer",Field_D○○○)} 

${new("java.lang.Double",Field_D○○○)} ※小数点以下の値を取り扱う場合 

 

Q.日付の書式を指定しているのに、有効にならない。 

A.変更可能です。ただし、通常、文字として出力されるため日付として判定されません。 

日付として出力するためには、以下の日付型にするセルコマンドを設定する必要があります。 

【設定方法】                            

${new("java.util.Date",Field_D○○○)}       

 

Q.帳票生成日時を出力したい。 

A.出力可能です。 

出力セルに以下のセルコマンドを設定します。 

【設定方法】 

${new("java.util.Date")} 
 
 
 

  



37 
 

Q.データ一覧表示画面のデータ件数を帳票出力したい。 

A.出力可能です。出力セルに以下のセルコマンドを設定します。 

一覧出力でのみ有効なコマンドです。 

【設定方法】 

${TotalNum} 
 

Q.複数のシートに、同時に帳票出力したい。 

A.可能です。 

複数のシートに出力設定を行うことで帳票出力できます。 

各シートに、テンプレートエリア宣言（コメントコマンド）の設定をしてください。 

 

Q.セルコメントの挿入方法が分からない 

A.セルコメントの挿入方法は、コメントを入力したいセルを右クリック→「コメントの挿入」から挿入

できます。 

 
 
 
 

  



38 
 

Q.期待通りに、帳票出力されない。 

A.以下の表をご参考ください。 

状況 想定される原因 

データが全く反映されない。 テンプレートエリアの宣言がされていない。 

 
 
 
 
 
 
 
 

データが一部反映されない。 

必要な範囲に、テンプレートエリアの宣言がされていない。（指定範囲不足） 

コマンドミス 

・一覧出力なのに、単票用のコマンドを指定 

${Field_D○○○} → 詳細画面でのみ使用可能コマンド 

 

・単票出力なのに、一覧表用のコマンドを指定 

${detail.Field_D○○○} → 一覧表示画面でのみ使用可能なコマンド 

・関連データなのに、RT〇を指定漏れ 

・コマンドのスペルミス 

・コマンドに不要なスペースが混入 

・コマンドに全角英数字が混入 

 

Q.固定文字列と組み合わせたり、複数の DB項目を、ひとつのセルへ出力をしたい。 

A.可能です。 

 例：D001 は、氏名（山田太郎）、D002 は、評価（A）だった場合に、 

   「${Field_D001}さんは、${Field_D002}評価です。」とセルコマンドに指定すれば、 

   「山田太郎さんは、A 評価です。」と出力されます。 

 

Q.帳票テンプレートに Now()関数を設定したが、「=0」 と表示される。 

A.帳票テンプレートに、引数のない関数<例：Now()など>を設定すると、出力結果の Excel に「=0」が表

示されます。回避策として $ [NOW()] のように $[ ] で囲って記述をしていただければ数式として認識さ

れるため、期待どおりの値が出力されるようになります。 

 

Q.繰り返し出力の設定をした帳票出力時間を短くしたい。 

A.帳票出力するデータ量と帳票テンプレートの設定によって時間が変わります。 

繰り返し出力のみ、帳票出力までの時間を短くすることは可能です。帳票出力までの時間を短くしたい

場合は、帳票テンプレートでセル結合を多用しないようにしてください。 

セル結合がある場合、サーバ処理で、大量のセルを結合処理することになり、この処理に時間を要しま

す。データの出力先のセル結合を少なくすることにより、帳票出力までの時間が短くできます。 
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Q.設定済み帳票テンプレートを修正したい 

A.アプリ設定の帳票出力を行う画面で、「アプリ部品」→「帳票出力」タブをクリックします。 

設定してあるテンプレートをクリックすることで、ダウンロードできるので、保存し、修正します。修

正が完了したら、設定したときと同じ手順で再設定してください。 

 
 

Q.関数に引数を設定しているが、「=0」と出力される 

A.セル参照に「$」を付けて出力すると、「=0」と表示されます。 

Excel 帳票出力を利用の際は、関数に「$」を付けずテンプレート作成をお願いします。 

（絶対参照・相対参照は利用不可） 

※「=0」で出力される範囲は、「jx:area~」で指定したセルまでの範囲となっている。 

 

Q.関数を設定して帳票出力するとエラーになる（または出力した Excelファイルが破損して開けない） 

A.帳票出力機能で対応していない関数やカスタム関数が、帳票テンプレートのセルに設定されています。

別の関数やマクロでの処理で置き換えて帳票テンプレートを作成してください。 

※イット builder のバージョン「1.4.0」（2025 年リリース）以降のバージョンで発生します。 

 

対応していない関数（例） 

ACCRINT、ACCRINTM、AMORDEGRC、AMORLINC、AVERAGEIF、AVERAGEIFS、BAHTTEXT、BESSELI、BESSELJ、

BESSELK、BESSELY、BINOMDIST、CEILING.MATH、CEILING.PRECISE、CHISQ.DIST、CHISQ.DIST.RT、

CHISQ.INV、CHISQ.INV.RT、CHISQ.TEST、CONFIDENCE.NORM、CONFIDENCE.T、COVARIANCE.P、

COVARIANCE.S、CUBEKPIMEMBER、CUBEMEMBER、CUBEMEMBERPROPERTY、CUBERANKEDMEMBER、

CUBESET、CUBESETCOUNT、CUBEVALUE、DECIMAL、ERF.PRECISE、ERFC.PRECISE、EXPON.DIST、F.DIST、

F.DIST.RT、F.INV、F.INV.RT、F.TEST、FILTER、FORMULATEXT、GAMMA、GAMMA.DIST、GAMMA.INV、

GAMMALN.PRECISE、GAUSS、GETPIVOTDATA、IFS、IMCOSH、IMCOT、IMCSC、IMSEC、IMSECH、IMSINH、

IMTAN、LET、MAXIFS、MINIFS、MODE.MULT、MODE.SNGL、MUNIT、NORM.DIST、NORM.INV、NORM.S.DIST、

NORM.S.INV、PDURATION、PHI、POISSON.DIST、QUARTILE.EXC、QUARTILE.INC、RANK.AVG、RANK.EQ、

SEC、SECH、SEQUENCE、SHEET、SHEETS、SORT、TEXTJOIN、UNIQUE、WEBSERVICE、XLOOKUP、XMATCH、

Z.TEST 

 

  



40 
 

Ｑ.計算式を設定すると、「#VALUE」が表示される。 

A.DB 項目を格納したセルを計算に用いると、計算対象セルに、セルコマンド（文字列）が格納されてい

るため、計算エラー(文字は計算できない)「#VALUE」が表示されます。Excel 出力時の計算は、正しく

行われます。 

【テンプレート】 

 
 

【出力結果】 
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Ｑ.一覧表の繰り返し出力で、特定の条件に合致する場合背景色を変えたい。 

A.「jx:if」を利用することで実現できます。 

-------------- 

例）「D004」の値が「1」の場合、行の背景色を灰色に、「2」以上かつ「4」以下の場合にオレンジ色

にしたい。 

 
 

A1 のコメントコマンド 

「jx:area」で出力範囲を指定します。lastCell には通常の繰り返しと同様に（D4）を指定してください。 

 

A4～D6 までのセルコマンド 

繰り返し出力の場合、出力内容を設定したセルコマンドを 1 行用意しますが、背景色が灰色のセルコマ

ンドと背景色がオレンジ色のセルコマンドを２行（A5～D5、A6～D6）追加で用意します。 

 

A4 のコメントコマンド 

繰り返し出力をするための「jx:each」コマンドの次に「jx:if」コマンドを追加します。複数の出力パター

ンを追加する場合は、その分コマンドを追加してください。 

 

condition：条件の設定です。判定に使いたい項目の Field や判定値、識別子を記述します。 

等しい「==」、等しくない「!=」、より大きい（以上）「>（>=）」、より小さい（以下）「<（<=）」

を識別子に利用できます。複数条件にしたい場合、かつ「&&」、または「||」で繋げることで判定可能で

す。固定の値を条件値に利用する場合、シングルクオーテーション「’」で囲って記述してください。 

lastCell：「jx:each」と同じ値を記述してください。 

areas：条件の一致/不一致により出力するセルを指定します。カンマ区切りで記述し、第一要素が一致す

る場合、第二要素が不一致の場合となります。 
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7 サンプル 

7.1 準備 

・zip ファイルを解凍する。 

 以下が解凍される 

・1-08 イット builderExcel データ出力ガイドブック 2.1.pdf （本資料） 

・【サンプル】Excel 出力.itbld（アプリパッケージ） 

・サンプルテンプレート Excel ファイル 6 種類 

 

・アプリパッケージ（「【サンプル】Excel 出力.itbld」）を以下の手順でインストールする。 

 

・ログイン ID、パスワードを入力し、[ログイン]をクリックする。 
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・画面左上の[menu]から、アプリ設定の[新規作成]をクリックする。 

 
 

・「アプリパッケージのインストール」を選択し、[次へ]をクリックする。 

 
 

・[参照]をクリックし、「【チュートリアル】計算設定.itbld」を選択し、[次へ]をクリックする。 
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・アプリと関連データベースがインストールされるので、[作成]をクリックする。 
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7.2 サンプル内容 

インストールしたアプリ「【サンプル】Excel 出力」を実行して、実際に出力された Excel と、各テンプ

レートファイルを併せ見て、設定内容を確認してください。 

7.2.1 一覧／繰返し指定サンプル 

【サンプル 1】事業所売上一覧(繰返指定）. xlsx 

予実差額、達成率は、Excel に計算式を設定している。 
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7.2.2 一覧／行指定サンプル 

【サンプル 2】事業所売上一覧(行指定）. xlsx 

達成率は、Excel に計算式を設定している。行指定のため、段組み、行の色替えが可能。 
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7.2.3 一覧グラフサンプル 

【サンプル 3】事業所売上(グラフ）. xlsx 

Excel に、達成率計算式、グラフを設定している。 
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7.2.4 詳細／単票サンプル 

【サンプル 4】事業所売上単票. xlsx 

事業所名のセルには、事業所名、事業所コードの二つの DB 項目を結合して出力している。 

予実差額、達成率は、Excel に計算式を設定している。 
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7.2.5 詳細／単票関連データ／繰返し指定サンプル 

【サンプル 5】個人資格一覧(関連データ繰返指定）. xlsx 

 
 
 

  



50 
 

7.2.6 詳細／単票関連データ／行指定サンプル 

【サンプル 6】個人資格一覧(関連データ行指定）. xlsx 

行指定なので、行の色替えが可能。 
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7.2.7 Excel出力 DB保存 

 
 

アプリ設定は、以下部品を確認してください。 

 
 
 


